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第
18
回

　
絵

：
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連載

　

―

「
溝
」の
方
言
ド
ブ
ソ
の
語
源―

　年
度
が
改
ま
り
、
本
連
載
も
今
月
か
ら
18
年
目
に
入
り

ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛
読
下
さ
い
。

　こ
れ
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
小
松
方
言
の
語
源
を
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
か
つ
て
の
中

央
語（
京
都
語
、
上
方
語
）に
由
来
す
る
か
ど
う
か
不
明
の

も
の
も
含
め
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

　今
回
は
、
本
連
載
の
１
９
７
回（
２
０
１
４
年
８
月
号
）

で
取
り
上
げ
た
エ
ン
ゾ（
古
語「
井
溝
」か
ら
）と
同
じ
よ
う

に
、
道
路
脇
の「
溝
。
側
溝
」を
指
す
方
言
で
あ
る
ド
ブ
ソ

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

ド
ブ
ソ
は
ド
ボ
ス
か
ら
の
変
化

　日
本
テ
レ
ビ
系
の
人
気
番
組「
秘
密
の
ケ
ン
ミ
ン
ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
」の
２
０
１
４
年
５
月
15
日
の
放
送
で
、
金
沢
方
言
で

「
溝
」を
指
し
て
使
わ
れ
る
ド
ブ
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
番

組
中
で
そ
の
語
源
に
つ
い
て
筆
者
が
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　金
沢
辺
り
で
は
、
県
外
の
女
性
に
聞
か
れ
る
と
誤
解
さ

れ
そ
う
な
ド
ブ
ス
の
ほ
か
、
代
表
的
な
言
い
方
に
ド
ボ
ス
、

ド
ブ
ソ
、
ド
ボ
ソ
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
小
松
で
は
ド
ブ

ソ
が
一
般
的
で
す
。
こ
れ
ら
の
言
い
方
は
、『
日
本
方
言
大

辞
典
』（
小
学
館
）に
よ
れ
ば
、
石
川
県
の
ほ
ぼ
全
域
と
、
加

賀
地
方
に
隣
接
す
る
富
山
県
西
部
の
ご
く
一
部
に
分
布
す

る
よ
う
で
、
今
の
と
こ
ろ
、
か
つ
て
の
中
央
語
に
こ
れ
ら

と
繋
が
り
そ
う
な
語
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
石

川
県
に
特
有
の
方
言
と
言
っ
て
よ
さ
そ
う
で
す
。

　語
源
的
に
は
、
金
沢
の
舞
台
用
語
に
、
役
者
の
顔
が
見

え
に
く
い
花
道
の
外
側
の
席
を
指
す「
ど
ぼ
す
」と
い
う
言

葉
が
あ
っ
た
こ
と（
筆
者
監
修
の『
新 

頑
張
り
ま
っ
し
金
沢

こ
と
ば
』87
ペ
ー
ジ
参
照
）、
明
治
初
年
成
立
と
さ
れ
る『
加

賀
な
ま
り
』と
い
う
方
言
集
に「
ど
ぼ
す
、
ど
す
ぼ
」の
見
出

し
で「
悪
水
溝
ヲ
此
ク
云
フ
コ
ト

　他
方
へ
通
セ
ス
東
京
ニ

テ
ハ〔
ド
ブ
〕ト
云
」と
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
に
江
戸
時
代
後

期
に
は
金
沢（
加
賀
地
方
）で「
溝
」を
指
す「
ど
ぼ
す
」が
使

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す（「
ど
ぼ
す
」の「
ぼ
」と

「
す
」が
交
替
し
た
形
と
思
わ
れ
る「
ど
す
ぼ
」は
聞
か
れ
ま

せ
ん
）。

　舞
台
用
語
の
ド
ボ
ス
が
先
か
、「
溝
」を
指
す
ド
ボ
ス
が
先

か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
金
沢
あ
た
り
の
ド
ブ
ス
、

ド
ボ
ソ
、
小
松
の
ド
ブ
ソ
は
、
い
ず
れ
も
ド
ボ
ス
の
発
音

が
変
化
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

小
松
の
ド
ブ
ソ
と
金
沢
の
ド
ブ
ス
は
、
元
の
ド
ボ
ス
が
共

通
語「
ど
ぶ
」の
発
音
に
引
か
れ
て
変
化
し
た
、「
類
音
牽
引
」

と
呼
ば
れ
る
現
象
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
形
だ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

小
松
方
言
の
語
源

　その
30

「ドブソに落ちないように気を付けてね」
「は～い！」

連
載

－◥◤
も
う
一
つ
あ
っ
た
!?

　
利
常
画
像
◢◣－

　
京
都
の
芳
春
院
と
い
え
ば
、
か
つ
て
大
河
ド
ラ
マ｢

利
家

と
ま
つ｣

で
注
目
を
浴
び
た
、
ま
つ（
戒
名
が
芳
春
院
）が
建

立
し
た
大
徳
寺
塔
頭
の
一
つ
で
す
。
こ
こ
に
前
田
家
三
代

の
利
常
画
像
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
、
か
ね
て
よ
り
知
ら

れ
て
お
り
、
現
存
す
る
利
常
の
肖
像
が
那
谷
寺
の
所
有
す

る
一
点
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の｢

美
術
工
芸

編｣

の
発
刊
に
伴
い
、
調
査
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
芳
春
院
所
有
の
画
像
の
作
成
年
代
や
筆
者
の
分
か

る
手
掛
か
り
が
な
い
か
、
詳
細
に
調
べ
ま
し
た
が
、
画
面

に
は
、
そ
れ
を
記
す
筆
記
は
な
く
、
保
管
す
る
桐
箱
に
書

簡
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に
気
付
き
ま
し
た
。

　
こ
の
書
簡
は
、
前
田
利
嗣（
十
五
代
当
主
）の
家
令（
前
田

家
の
会
計
管
理
者
）の
加
藤
恒
が
、
芳
春
院
住
職
菅
廣
州
に

宛
て
た
も
の
で
、
文
中
に
は
、｢

利
常
肖
像
ノ
画
幅
御
譲
リ

受
ケ
申
シ
模
寫…

｣

と
あ
り
、
読
み
解
け
ば
、
元
は
芳
春
院

に
あ
っ
た
利
常
画
像
を
前
田
家
に
譲
り
、
前
田
家
は
そ
の

複
製
品
を
作
っ
た
後
、
芳
春
院
に
贈
呈
し
た
こ
と
、
ま
た

そ
の
年
代
が
、
明
治
28
年
に
複
製
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
原
本
の
所
在
は
、
前
田
育
德
会
に
伝
来
す
る
こ

と
が
突
き
止
め
ら
れ
、
そ
の
年

代
や
筆
者
に
つ
い
て
調
査
中
で

す
。
二
つ
目
の
画
像
の
発
見
に

興
味
が
深
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
涯
学
習
課
市
史
編
纂
担
当

　

☎
24
・
８
２
７
４

、
、

、
、

る
い
お
ん
け
ん
い
ん

か

　
　
　い

つ
な

▲

前
田
利
常
画
像

　（
芳
春
院
所
蔵
）

も  

し
ゃ

ほ
う
し
ゅ
ん
い
ん

か
い
み
ょ
う

た
っ
ち
ゅ
う

と
し
つ
ぐ

す
が
こ
う
し
ゅ
う

賢い消費者になろう

消費せいかつ
あんしん相談センター　   ☎24・8071
消費者ホットライン　☎0570・064・370

問い合わせ

市職員を名乗る者から「あな
たの個人情報が3社の名簿に

勝手に登録されている。削除するに
は別の人を代わりに登録する必要が
ある」と電話があり、相談先として
ボランティア団体を紹介された。

個人情報の削除を持ちかける詐欺にご注意！

トラブル回避のポイント

◆公的機関の職員をかたり電話を掛
けてきて、最終的にはお金をだまし
取る詐欺です。複数の人物が巧妙に
役割を分担する手口も見られます。
◆公的機関から「個人情報を削除し
てあげる」などと連絡することはあ
りません。
◆個人情報の削除を持ちかける電話
が掛かってきた場合は、相手にせず
すぐに電話を切りましょう。

事例ど
う
し
た
の

じ
い
ち
ゃ
ん
？

新
聞
紙
、

逆
さ
ま
だ
よ

お
、
お
お

本
当
じ
ゃ

じ
、
実
は
さ
っ
き

電
話
が
あ
っ
て
な…

…

２
カ
所
は

取
り
消
せ
ま
し
た

が
、Ｂ
社
は…

…

取
り
消
す
た
め
に

代
理
を
立
て
る

必
要
が
あ
り
ま
す

わ
し
の

個
人
情
報
が

３
カ
所
も

漏
れ
と
る
!?

公
的
機
関
が
個
人

情
報
を
削
除
し
て

あ
げ
る
な
ん
て

電
話
す
る
こ
と
は

な
い
よ
！

な
ん
じ
ゃ
と
！

年
寄
り
を

だ
ま
そ
う
と

す
る
な
ん
て

い
い
度
胸
じ
ゃ
!!

じ
い
ち
ゃ
ん
が

怒
っ
た…

…

お
お…

…

困
っ
た
の
ぉ…

…

本
当
に

消
し
て
も
ら
え

る
ん
じ
ゃ

ろ
う
か
？

お
金
を
取
ら
れ
る
の
か
の
ぉ

あ
あ…

…

　段ボールコンポストは、省コスト・省スペースで手軽に取り組
めるのが魅力の生ごみ処理機です。今回は実際の取り組み結果を
お伝えします。

平成27年2月分

1,880トン

段ボールコンポストで
　　　”生ごみ減量”にチャレンジ！ごみナビ vol.4

平成21年同月比　約6％減

問い合わせ　環境推進課　☎24・8069

　13.5㎏の生ごみが消えました。これは生ごみが土の中の微生物に
よって水分と二酸化炭素に分解されたためです。土は堆肥として花
や野菜づくりに利用できます。
　市では、町内会などのグループを対象に、段ボールコンポストや
ごみ出しマナーなどについての環境出前講座を行っています。段ボ
ールコンポストの作り方は市ホームページでも紹介しています。

○毎日混ぜるなど手間はかかりま
すが、慣れるとだんだん楽しくなり
ました。
○野菜くずなどを自家処理するこ
とができ、腐敗するものがごみ箱
から無くなったことで、ごみ箱の臭
いも少なくなりました。

3カ月間の生ごみ投入量

13.8㎏
3カ月後残った生ごみ

0.3㎏

enjoy eco

3カ月間の実施結果（10人実施・平均値）

13.5㎏が
消えた！

実施者の声

たいひ


